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第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
極
め
て
身
近
な
交
通
手
段
で
あ
る
自
転
車
の
活
用
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
、
災
害
時

に
お
け
る
交
通
の
機
能
の
維
持
、
国
民
の
健
康
の
増
進
等
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
自
転

車
の
活
用
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、
及
び
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関

す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
自
転
車
活
用
推
進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
転
車

の
活
用
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
理
念
）

第
二
条

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
が
、
二
酸
化
炭
素
、
粒
子
状
物
質
等
の
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
物
質
を
排
出
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
騒
音
及
び
振
動
を
発
生
し
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
、
災
害
時
に
お
い
て
機
動
的
で
あ
る
こ
と
等
の
特
性
を
有
し
、
公
共
の
利
益
の
増
進
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
自
転
車
の
利
用
を
増
進
し
、
交
通
に
お
け
る
自
動
車
へ
の
依
存
の
程
度
を
低
減
す
る

こ
と
が
、
国
民
の
健
康
の
増
進
及
び
交
通
の
混
雑
の
緩
和
に
よ
る
経
済
的
社
会
的
効
果
を
及
ぼ
す
等
公
共
の
利
益
の

増
進
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
交
通
体
系
に
お
け
る
自
転
車
に
よ
る
交
通
の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
交
通
の
安
全
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
の
責
務
）

第
三
条

国
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）に
の
っ
と
り
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進

に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

国
は
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
、
基
本
理
念
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
、
か
つ
、
そ
の
協
力

を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
四
条

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
し
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
活
動
を
通
じ
て
、
基
本
理
念
に
関
す
る
住
民
の
理
解
を
深
め
、か
つ
、

そ
の
協
力
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
五
条

公
共
交
通
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
は
、
自
転
車
と
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の
促
進
等
に

努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う

努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
国
民
の
責
務
）

第
六
条

国
民
は
、
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
自
転
車
の
活
用
の
推

進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
者
の
連
携
及
び
協
力
）

第
七
条

国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
、
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
は
、

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

第
八
条

自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
し
て
、
重
点
的
に
検
討
さ
れ
、
及
び
実
施
さ
れ
る
べ
き
施
策
は
、
次
に
掲
げ
る

と
お
り
と
す
る
。

一

良
好
な
自
転
車
交
通
網
を
形
成
す
る
た
め
必
要
な
自
転
車
専
用
道
路
（
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八

十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
四
第
二
項
に
規
定
す
る
自
転
車
専
用
道
路
を
い
う
。）、
自
転
車
専
用
車
両
通
行
帯
等
の

整
備

二

路
外
駐
車
場
（
駐
車
場
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
号
）
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
路
外
駐
車
場
を
い

う
。）の
整
備
及
び
時
間
制
限
駐
車
区
間
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
四
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
時
間
制
限
駐
車
区
間
を
い
う
。）の
指
定
の
見
直
し

三

自
転
車
を
賃
貸
す
る
事
業
の
利
用
者
の
利
便
の
増
進
に
資
す
る
施
設
の
整
備

四

自
転
車
競
技
の
た
め
の
施
設
の
整
備

五

高
い
安
全
性
を
備
え
た
良
質
な
自
転
車
の
供
給
体
制
の
整
備

六

自
転
車
の
安
全
な
利
用
に
寄
与
す
る
人
材
の
育
成
及
び
資
質
の
向
上

七

情
報
通
信
技
術
等
の
活
用
に
よ
る
自
転
車
の
管
理
の
適
正
化

八

自
転
車
の
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安
全
に
係
る
教
育
及
び
啓
発

九

自
転
車
の
活
用
に
よ
る
国
民
の
健
康
の
保
持
増
進

十

学
校
教
育
等
に
お
け
る
自
転
車
の
活
用
に
よ
る
青
少
年
の
体
力
の
向
上

十
一

自
転
車
と
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の
促
進

十
二

災
害
時
に
お
け
る
自
転
車
の
有
効
活
用
に
資
す
る
体
制
の
整
備

十
三

自
転
車
を
活
用
し
た
国
際
交
流
の
促
進

十
四

自
転
車
を
活
用
し
た
取
組
で
あ
っ
て
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
旅
客
の
来
訪
の
促
進
、
観
光
地
の
魅
力
の
増
進

そ
の
他
の
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
も
の
に
対
す
る
支
援

十
五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
し
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
施
策

第
三
章

自
転
車
活
用
推
進
計
画
等

（
自
転
車
活
用
推
進
計
画
）

第
九
条

政
府
は
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
前
条
に
定

め
る
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
即
し
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
目
標
及
び
自
転
車
の

活
用
の
推
進
に
関
し
講
ず
べ
き
必
要
な
法
制
上
又
は
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
定
め
た
計
画
（
以
下
「
自
転

車
活
用
推
進
計
画
」
と
い
う
。）を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
土
交
通
大
臣
は
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
案
に
つ
き
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

政
府
は
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
二
項
の
規
定
は
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
都
道
府
県
自
転
車
活
用
推
進
計
画
）

第
十
条

都
道
府
県
は
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
勘
案
し
て
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
転
車
の

活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
定
め
た
計
画
（
次
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
都
道
府
県
自
転
車
活
用
推
進
計

画
」
と
い
う
。）を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表

す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
自
転
車
活
用
推
進
計
画
）

第
十
一
条

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）は
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
（
都
道
府
県
自
転
車
活

用
推
進
計
画
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
及
び
都
道
府
県
自
転
車
活
用
推
進
計
画
）
を
勘

案
し
て
、
当
該
市
町
村
の
区
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
定
め
た
計
画
（
次
項
に

お
い
て
「
市
町
村
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
と
い
う
。）を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

市
町
村
は
、
市
町
村
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
定
め
、
又
は
変
更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

自
転
車
活
用
推
進
本
部

（
設
置
及
び
所
掌
事
務
）

第
十
二
条

国
土
交
通
省
に
、
特
別
の
機
関
と
し
て
、
自
転
車
活
用
推
進
本
部
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
本
部
」

と
い
う
。）を
置
く
。

２

本
部
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
案
の
作
成
及
び
実
施
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二

自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
つ
い
て
必
要
な
関
係
行
政
機
関
相
互
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
審
議
及
び
自
転
車
の

活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
実
施
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
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